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『ブリハ ッ ト・カー ロ ッ タラ』におけるガウリー 儀礼につ い て

　　　　　　　　　　　　 マ ン トラ を中心 に

篠 　田　淳　子

1． 「ブ リハ ッ ト ・ カ ー ロ ッ タ ラ』の ガ ウ リー 儀礼章

　筆者 は シ ヴ ァ 教の カ ー ロ ッ タ ラ 文献群 に属する 『ブ リハ ッ ト ・カ ー ロ ッ タ ラ』

につ い て三 本の 写本に基づ い た校 訂研 究 をす すめ て い る （篠 田 2012，2013）． 現存

す る カー ロ ッ タ ラ 文献群 の 中で ， 唯
一 『ブ リハ ッ ト ・カ ー

ロ ッ タ ラ』が ， 部分的

に は カ シ ミー ル ・シ ヴ ァ 派な どシ ッ ダー ン タ派以外の 教説 も取 り込ん だ折衷主義

の テ キ ス トで あ る こ とが
，

A 。　Sanderson 教授 らに よ っ て 指摘 され て い る （Sanders。n

2001
，
2006）． 『ブ リ ハ ッ ト ・カー ロ ッ タラ』 の 後代 へ の 影響 と して は ， 『ア グ ニ ・

プ ラ
ー

ナ』 に 注 目で きる ． 『ア グ ニ ・プ ラ
ー

ナ』 は しば しば 『ブ リ ハ ッ ト ・カ ー

ロ ッ タ ラ』の 章 を借用 して い る． 筆者 の こ れ まで の 比 較研究 で は
，

と りわ け， マ

ン トラ の 特別 な形 に 関す る箇所が 取 り込 まれ る傾 向 に あ り， 『ブ リハ ッ ト ・カ ー

ロ ッ タ ラ』 で マ ン トラ の 形が 記 され な くて も， 『ア グ ニ ・プラ
ー

ナ』 で は
，

は っ

き りと記 され る と きが あ る． 本稿 で は ，
ガ ウ リ

ー儀礼章 の マ ン トラ作成 に 注 目し，

『ブ リハ ッ ト ・カ ー ロ ッ タ ラ』 の マ ン トラ抽出 の 性格 を考察する手が か りに した い ．

ガ ウ リー 儀礼章は 『ア グ ニ ・プ ラ ー ナ』326章で 部分 的 に借用 され て お り，
マ ン

トラ の 形 も記 され て い る． D ．　Goodall博 士 （Ta
”
ntrikdbhidhan αkoSa，　vol ．　IL　p204 ）に よ

る と
，

ガ ウ リ ー女神 は シ ヴ ァ
・プ ー ジ ャ

ー に お い て ガ ネ
ー シ ャ 神 の 取 り巻 きの 一

人 と して 出て くる が ， それを 除けば十世紀以 前の シ ッ ダ
ー

ン タ派 に おい て 突出 し

て は い ない ． ガ ウ リ
ー儀礼 ら し きもの が 出 て くる箇所 と して

，
Mrg 　kp な ど を博

士 は指摘 され ， 「女 性 に （女性の た め の ）幸運 （saubh5gya ） を与 える こ とか ら，
ガ

ウ リ
ー
儀礼 は女性が 実践す る た め の 儀礼で ある」 と説明 され る

1）
． 挙 げ られ た テ

キ ス トの 箇所で は儀礼 の 詳細 の 説 明 は され て い な い が ， 本稿 で と りあげる 『ブ リ

ハ ッ ト ・カ ー
ロ ッ タ ラ』 で は

， 用 い ら れ る マ ン トラ ， 瞑 想 ，
マ ン ダ ラ ，

ム ド

ラ ー
， 成就法の 五 要素 に つ い て 詳 しい 手順 が 説明 され て い る

2）
． 『ブ リハ ッ ト ・

カー ロ ッ タ ラ』で 対象 となる の は
， 超 能力 （bhUti）を望 む人た ちで あ り，

ガ ウ リー
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儀礼 を行うこ とで ， 長寿や 繁栄 ， 比 類の ない 幸運 一 と りわ け女性の 幸運
3）

や 息子 が 与 え られ
，

本 儀 礼 は他 に並 ぶ もの が な い もの で あ る と述 べ られ る
4）
． 女

性 の 幸運 や息子 が授 か る とい う果報 か ら ， 本儀礼 が 女性 に と っ て 有益 な性 質 を備

えて い る こ とが確認され る． こ の ガ ウ リー儀礼は 「入 門儀礼 を受け た者以外 に 与

え られ るべ きで は な く， 信愛 者以 外に は決 して 〔与 え られ るべ きで は ない 〕」 も

の で あ る
5）
．

2 ． ガ ウ リ ー 儀礼章 の マ ン トラ

　 本章 に は ガ ウ リ
ー ・

マ ン トラ ，
シ ヴ ァ

・マ ン トラ ，
エ

ー
カ ヴ ィ

ー
ラ ・マ ン トラ

の 三 種類 の マ ン トラが 出て くる． マ ン トラ抽 出の 手順 に した が っ て ， そ れ らの 形

を得 る こ とが 求 め られ る が
，

三 種 類 と もに 正 式 な形 は 記 さ れ な い ． 利便性 を は

か っ た た めか ， 写本 の うち二 本が 欄外 に 推測 され る文字 を記 して い る．

ガ ウ リー ・マ ン トラ　 マ ン トラ は以 下の 神格 に よ っ て あ らわ され る 文字 に よ り構

成 され る
6）
． まず ，

citrabh …inu（欄外 に よれ ば ra 字 ），
　Siva（欄外に よれ ば ha 字），

　kala

（欄外 に よれ ば bindu）， そ して マ ハ ー ・シ ャ クテ ィ に よ っ て 伴 われ た もの （欄外 に よ

れ ば i字）をつ なげ ，
hrim　7）が 得 られ る．　 Ohaka に先行す る もの （u 字）

8）
を sad （欄

外 に よ れ ば sa 字） の 後 に 抽 出 し
，
　 avikarin （写 本 一本 が 欄外 に bindu と記 して お りt も

う一本 には記 載が ない ） とつ なげて saum ある い は sa　um が得 られ る
9）
． こ の よ うに

して 得 られ た hrim と saum の 二 種 に taraka （欄外 に よれば orp），
　 gauriの 与格 ，　 namah

が 加 わ る． マ ン トラ 全体は八 文字 （vasu −arna ）
10）

か らなる ． 以 上 を考 えて
，
　hrim　sa

urp 　om 　gauエyai　namah が想 定 され る ． 『ア グ ニ ・プラ
ー

ナ』326章で は ，
マ ン トラ

の 形が o 毋 hri叩 sa璃 au 　gauryai　nam 的 と明示 され る ． 八 文 字か らな る わ か りや す

い 形 だ が， om の 置か れ る場所 や sa璃 au が どこ か ら得 られ た の か は 不明 で あ り，

抽 出 手 順 に そ っ て こ の 形 を得 た の で は ない 可 能性 もある ． こ の 形 に加 えて ガ ウ

リー ・マ ン トラ に は， 六 つ の ジ ャ
ー テ ィ

11）
を備 えた ア ン ガ ・マ ン トラ

Iz）
と， イー

シ ュ ヴ ァ ラ に は じま りシ ャ ク テ ィ に 終わ る ム ール テ ィ
・マ ン トラ が 含 まれ る．

シ ヴ ァ
・マ ン トラ　 ガ ウ リ

ー ・マ ン トラで は
， 写 本の 欄外 に文字が示 唆され て い

た が
，

シ ヴ ァ
・マ ン トラ以 降に は記載が ない ． シ ヴ ァ

・マ ン トラ は Uhaka に よ っ

て あ らわ され る U 字 ，
kaltiの あ らわす文字 ，

シ ヴ ァ の 種字に よ っ て 構成され る
13）

．

シ ヴ ァ の 種字 を ha音 と考 え ，
　 kalaは ビ ン ドゥ と考え る と hU叩 の よ うな形 が想定

され る． こ れ に 加 え
， 母音 を と もな っ た ア ン ガ ・マ ン トラ が六 通 りに 唱 え られ

，

そ の 後 ，
ブ リダ ヤ ・マ ン トラ を用 い て ニ ァ

ー
サ

14）
が な され る． ガ ウ リー ・マ ン
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『ブ リ ハ ッ ト ・カ
ー

ロ ッ タ ラ』 にお ける ガ ウ リー
儀礼 に つ い て （篠　田 ）　　（237）

トラ と シ ヴ ァ
・マ ン トラ の 対が ヤ

ー
マ ラ （

L
対） と呼 ばれ る ．

3 ． 『ブ リハ ッ ト ・ カ ー ロ ッ タ ラ 』の マ ン トラ抽出

　神 格 名 に 文字 を対 応 させ る の は， マ ン トラ 抽 出で よ くみ られ る 手 法 で あ り ，

「ブ リ ハ ッ ト ・カ ー ロ ッ タ ラ』 の 第 2 章 に あ た る プ ラ サ
ー

ダ章 で ≦abda 　raSi （音 の

全体） と 呼ば れ る 字母 表が 開示 され て い る ． テ キ ス トの は じめ の ほ うに字母表が

置か れ て い る こ と か ら ， テ キ ス トの 後 ろ の ほ うの 章に お い て も， マ ン トラ 抽 出 は

こ の 規則 に したが っ て 為 され る の で は な い か と考え られ そ うな もの だ が ，
ガ ウ

リ ー儀 礼章 は a・ ＝ ・Uhaka な ど 一 部の 例 外 を除 き ，
こ の 字 母 表の 規 則 に は従 っ て い

ない ． 『ブ リ ハ ッ ト ・カ ー
ロ ッ タラ 』 は 百科 全書 的性 格 を備 え て お り，

マ ン トラ

の 抽 出に限 っ て も章 ご とに異 な る法則性 が み られる ． マ ン トラ抽 出は入信者以 外

に はわ か りに くい よ うに 謎解 きの よ うな難 しい 形で 記 さ れ るが ， テ キ ス ト内で マ

ン トラ解 読の た め の
一

貫 した 共通の 法則が 少 な い こ とが ，
マ ン トラ の 正 確な形 を

明 らか にする の を 困難 に して い る． さら に
， 篠 田 （2013）で も検 討 した よ うに ，

同 じ名前 の マ ン トラ で も複数 の 形 や 長 い 形 と短 い 形 の 両方 が あ る場合 もあ り，
マ

ン トラそ の もの や 抽 出手順 に多 様性 を もた せ る た め の 工 夫が され て い る ． だ が ，

そ の た め に マ ン トラ を得る 手順 が よ り複雑 に な っ て お り， 『ア グ ニ ・プ ラ
ー ナ』

はそ の 点 を考慮 した た め か ， 「ブ リハ ッ ト ・カ ー ロ ッ タ ラ』 の マ ン トラ 章 を借用

す る と き，
ガ ウ リー ・マ ン トラ に限 らず， 正 式な形 と想 定 され る形 を記す傾 向に

ある．

1）
”
Gauri　appears 　in　the　avararpa　of 　the　ganegas　in　the　SivapOjE，　but　is　not 　otherwise 　prominent　in

the　demonstrably　pre−tenth−century 　Siddh五ntas ．　A 　gauriy巨ga　is　alluded 　to　in　MVg 　kp　8．33　and 　a

simple 　procedure　f（〕r　the　gauriy五ga　is　taught 　in　Kir38．　lt　is　implied　at　the　end 　of 　the　preceeding

ehapter （Kir　27．29）that　the　worship 　is　taught　for　women 　to　practicc，　fc）r　it　is　there　qualified　as

stri5u　saubh 互gyad5yakah （　
‘
bestowing　good　fortune　upon 　women

’
）．
”
（p．204）　　　　2 ）gauriy5ga

3．mantradhy5na 卑 mandalam 　ca　mudr 匿 s窃dhanam 　eva 　ca ．　paficaprak互ram 　samk §ep 互t　kalpa卑 te

kathayamy 　aham ．　　 3 ）saubhagya は シ ヴ ァ 教儀礼 に お い て
，

主 として 女性の 幸運 を意

味する こ とを Diwakar 　Acharya　Va士 に伺 っ た．　　　 4 ）gauriyaga　2．　bhUtik5maih　sada 　sev −

yam　Zyupu5tivivardhanam．　sarvasaubhAgyam 　atUla 珥 　Srimedh5k巨ntiputradam ．　　　 5 ）Gauriy巨ga

の 最後 の 部分で は，以 下 の よ うに ある ．idam　gaurividhanan　tU　kathitarp　te　samasatab ．　nadi −

kきite＄u　d5tavyam　n 百bhakteSu　kathamcana．　　　　　6 ）　gauriy亘ga　4−7b．　citrabhAnum 　Sivaip　k巨larp

mah 互6aktisamanvitam．　Uh 互dya叩 paratoddh鉾ya　sad 　evam 　avik 互r毎am ．　dvitaya叩 t互rakfikr 盃nta 卑

gaurinatipad血 vit   ．　catunhyantaip 　prakartavyarp　gaury5 　vasvan ；avEcakam ．　tatr5dyatritayena｛va
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（238） 『ブ リハ ッ ト
・

カ
ー ロ ッ タラ』 にお ける ガ ウ リー儀礼 に つ い て （篠　田）

jatiyuktafigaSatkakam．　Esanarp　pranavenaiva　Sodhfividyantam　uccaret ．　iSvarfic　chaktiparyantapa

miirtih 　svahrdayena 　tU．　　 7 ）順序通 りに は rhim だが ，
　 ci  a （印 ， 特徴） を cinha と発

音す る よ うな事 例 を考え て ，発音上 で は hrim と な る と想 定 した 。　　　 8 ）Uhidya を

aha に先行す る もの （u 字） と読む か ，
　 tthaに始 まる もの （rt字） と読 むか で 得 られ る母

音が違 うが， こ こ で は こ の よ うに解釈 した．　　　 9 ）a 字に u 字 をつ なげ る と o 字が

得 られる はず で ある が ，後述する よ うに八 文字に なる よ うに調整す るに は， こ うで はな

い か と考 えた．　　 10）イ ン ドラ が 率 い る神 々 の グル ープ と して Vasuは八 を意味す る．

ll）namah
，
　sv …iha

，
　vaSat ，　hulp，　phat，　vau ＄at で あ り， 順 に心 臓 頭 ，

シ カ
ー

，具足，武器，

目に対応する ．　　　 12）一
般的な形 は，om 　hrdayEya　namah

，
　om 　Sirase　svEhfi とい っ た形

であ り，
eM とア ンガ の 間に 文字が 挟まれる こ ともある．　　　 13）gauriy5ga　7c− 10b．　gauri−

mantra 卑 samakhyEtarp ≦ivamantram 　athocyate ．　Uhaka叩 ca 　tathEkalarp ≦ivabij　am 　samuccaret ．

pf互4a叩　dirghasvar瀏kr5nta爭adahgam 　j五tisaηpyutam．互sana 耳1　pra耳avenatra 　saducchantu　sak；t　nyaset・

mUrtiny 盃sam 　hrd巨　c 互tra　dhttpadip5dikarp　tath且．　y巨mala 嘸 kathita【口 vatsa 　ekaviram 　atah 鋤 u ．

14）引 田 （2007：24）；布置は 力の ある音や 音節 を身体 に 据 え置 く儀礼で あ り， 手印 とマ

ン トラ とを伴 う．
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